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（
二
〇
一
二
年
ま
で
）

塩
川
伸
明
著
作
目
録

Ａ

著
書

Ｂ

共
編
著

Ｃ

論
文
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

Ｄ

書
評

Ｅ

翻
訳

Ｆ

事
典
な
ど
の
項
目

（
主
な
も
の
に
限
る
）

Ｇ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
講
演

Ｈ

小
文

Ｉ

対
談
・
座
談
会
な
ど

Ｊ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
①
＊
）
研
究
ノ
ー
ト

Ｋ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
②
＊
）
読
書
ノ
ー
ト

Ｌ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
③
＊
）
短
評
集

＊
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
のU

R
L

：

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
7
b
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p
/
~
s
h
i
o
k
a
w
a
/

Ａ

著
書

Ａ
‐
１

『

社
会
主
義
国
家
」
と
労
働
者
階
級
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年

「

Ａ
‐
２

『
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
労
働
者
階
級
―
―
ソ
ヴ
ェ
ト
労
働
者
の
構
成
と
状
態
：
一
九
二
九
‐
一
九
三
三
年
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年

Ａ
‐
３

『
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
政
策
史
研
究
―
―
ネ
ッ
プ
・
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
・
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
一
年

Ａ
‐
４

『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
終
焉
と
社
会
主
義
の
運
命

（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年

』

Ａ
‐
５

『
終
焉
の
中
の
ソ
連
史

（
朝
日
選
書
）
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年

』

Ａ
‐
６

『
社
会
主
義
と
は
何
だ
っ
た
か
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年

Ａ
‐
７

『
ソ
連
と
は
何
だ
っ
た
か
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年

Ａ
‐
８

『
現
存
し
た
社
会
主
義
―
―
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
素
顔
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年

Ａ
‐
９

『

世
紀
史
》
を
考
え
る
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年

《
20

Ａ
‐

『
民
族
と
言
語
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
Ⅰ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年

10

Ａ
‐

『
国
家
の
構
築
と
解
体
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
Ⅱ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年

11

Ａ
‐

『
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
と
民
族
問
題
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
Ⅲ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年

12

Ａ
‐

『
民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
難
問

（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年

』

13

Ａ
‐

『
冷
戦
終
焉

年
―
―
何
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
終
わ
っ
た
の
か
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年

14

20

Ａ
‐

『
民
族
浄
化
・
人
道
的
介
入
・
新
し
い
冷
戦
―
―
冷
戦
後
の
国
際
政
治
』
有
志
舎
、
二
〇
一
一
年

15

Ｂ

共
編
著

Ｂ
‐
１

石
川
晃
弘
・
塩
川
伸
明
・
松
里
公
孝
編
『
ス
ラ
ブ
の
社
会

（

講
座
ス
ラ
ブ
の
世
界
」
第
四
巻
）
弘
文
堂
、

』
「

一
九
九
四
年

Ｂ
‐
２

川
端
香
男
里
・
佐
藤
経
明
・
中
村
喜
和
・
和
田
春
樹
・
塩
川
伸
明
・
栖
原
学
・
沼
野
充
義
監
修
『
新
版
・
ロ
シ

ア
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
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Ｂ
‐
３

塩
川
伸
明
・
中
谷
和
弘
編
『
国
際
化
と
法

（

法
の
再
構
築
」
第
二
巻
）
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

』
「

Ｂ
‐
４

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
・
宇
山
智
彦
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
１
・

東
〉
と
〈
西

』
東
京
大

〈

〉

学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

Ｂ
‐
５

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
２
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年

Ｂ
‐
６

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
３
・
記
憶
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年

Ｂ
‐
７

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
・
松
井
康
浩
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
４
・
公
共
圏
と
親
密
圏
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

Ｂ
‐
８

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
５
・
国
家
と
国
際
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年

Ｃ

論
文
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

Ｃ
‐
１

「
一
国
社
会
主
義
的
工
業
化
と
対
外
経
済
関
係

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
二
一
号
（
一
九
七
三
年
）

」

Ｃ
‐
２

「
工
業
化
論
争
」
菊
地
昌
典
編
『
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年

Ｃ
‐
３

「
ネ
ッ
プ
の
導
入
と
労
働
組
合

『
歴
史
学
研
究
』
第
四
四
三
号
（
一
九
七
七
年
四
月
号
）

〔
→
Ａ
‐
３
の

」

第
一
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐
４

「
ネ
ッ
プ
初
期
の
労
働
組
合

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
二
六
号
（
一
九
七
七
年
）

〔
→
Ａ
‐
３
の
第
二
章
に

」

収
録
〕

Ｃ
‐
５

「
ス
タ
ー
リ
ン
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
論

『
思
想
』
一
九
七
七
年
一
二
月
号

」

Ｃ
‐
６

「
ブ
ハ
ー
リ
ン
理
論
と
ネ
ッ
プ
期
の
ソ
連
社
会
」
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ
ー
エ
ン
『
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
革
命
』
未
来
社
、
一
九
七
九
年

Ｃ
‐
７

「
ネ
ッ
プ
は
い
つ
終
わ
っ
た
か
」
津
田
塾
大
学
『
国
際
関
係
学
研
究
』
第
五
号
（
一
九
七
八
年
度
、
一
九
七
九

年
三
月
刊
）

Ｃ
‐
８

「
最
近
の
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
研
究

『
歴
史
学
研
究
』
第
四
六
七
号
（
一
九
七
九
年
四
月
号
）

」

Ｃ
‐
９

「
一
九
三
〇
年
代
ソ
連
に
お
け
る
政
策
論
争
に
関
す
る
一
試
論

（
一

（
二

『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
二
巻

」

）

）

第
一
号
、
二
号
（
一
九
八
〇
年
）

Ｃ
‐

「
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
成
立
期
に
お
け
る
労
働
者
統
合
の
問
題

（
一

（
二

『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
三
巻
第

」

）

）

10

四
号
、
第
六
号
（
一
九
八
一
、
一
九
八
二
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐
１
の
第
一
、
四
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

〔
→

“Labor
Turnover

in
the

U
SSR

,1929-1933,”
N

o.23,1982
Annals

ofthe
Institute

ofSocialScience,

11

〔
日
本
語
版
を
Ａ
‐
２
の
第
四
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ソ
ヴ
ェ
ト
労
働
者
階
級
の
社
会
的
構
成
お
よ
び
そ
の
変
容

『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
四
巻
第
一
号
（
一
九

」

12

八
二
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐
２
の
第
三
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
出
稼
ぎ
組
織
化
政
策
と
そ
の
履
行
」
溪
内
謙
、
荒
田
洋
編
『
ネ
ッ
プ
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
へ
』
木
鐸
社
、

13

一
九
八
二
年

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐
２
の
第
二
章
の
一
部
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
ソ
連
に
お
け
る
合
理
化
と
労
働
組
織
化

『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
第
三
〇
号
（
一
九
八
二

」

14

年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐
１
の
第
三
章
の
一
部
に
収
録
〕

Annals
ofthe

Institute
of

Ｃ
‐

“The
C

ollectivization
of

A
griculture

and
O

tkhodnichestvo
in

the
U

SSR
,1930,”

15

〔
→
日
本
語
版
を
Ａ
‐
２
の
第
二
章
の
一
部
に
収
録
〕

SocialScience,N
o.24,1982-83

Ｃ
‐

「
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
政
策
史
の
一
側
面

『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
五
号
（
一
九
八
四
年
）

〔
→
Ａ
‐

」

16

３
の
第
六
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ソ
連
に
お
け
る
団
体
協
約
制
度
お
よ
び
そ
の
変
容

『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
三
一
号
（
一
九
八
四
年
）

〔
→
Ａ

」

17
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‐
３
の
第
五
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ド
ン
バ
ス
炭
鉱
の
危
機
と
変
容
」
溪
内
謙
編
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
治
秩
序
の
形
成
過
程
』
岩
波
書
店
、
一
九
八

18

四
年

〔
→
Ａ
‐
３
の
第
八
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ソ
ヴ
ェ
ト
史
に
お
け
る
党
・
国
家
・
社
会
」
／
「
リ
プ
ラ
イ
」
溪
内
謙
・
荒
田
洋
編
『
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の

19

国
家
と
社
会
』
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐
５
の
第
Ⅰ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ロ
シ
ア
・
ソ
連
に
お
け
る
社
会
保
険
制
度
の
変
遷
、
一
九
一
二
－
一
九
三
三
年
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

20

所
編
『
福
祉
国
家
』
第
二
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年

〔
→
Ａ
‐
３
の
第
七
章
に
収
録
〕

“Som
e

A
spects

of
Japanese

Studies
on

R
ussian

and
Soviet

H
istory,”

,
Tom

us
,

Ｃ
‐

Ⅲ

Acta
Slavica

Iaponica

21

Sapporo,1985.

“A
‘Socialist

State’
and

the
W

orking
C

lass:
Labour

M
anagem

ent
in

the
Soviet

Factory,
1929-1933,”

Ｃ
‐
22

Paper
presented

at
the

Soviet
Industrialisation

Project
Sem

inar,
C

entre
for

R
ussian

and
East

European
Studies,

U
niversity

of
B

irm
ingham

,M
ay

1986.

Ｃ
‐

「
ネ
ッ
プ
期
の
労
働
者
の
生
活
実
態
」
和
田
春
樹
編
『
ロ
シ
ア
史
の
新
し
い
世
界
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
六

23

年

〔
→
Ａ
‐
３
の
第
三
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ス
ィ
ル
ツ
ォ
ー
フ
＝
ロ
ミ
ナ
ー
ゼ
事
件
再
考
」
国
家
学
会
編
『
国
家
学
会
百
年
記
念
・
国
家
と
市
民
』
第
二

24

巻
、
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年

Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
上
・
中
・
下
『
経
済
評
論
』
一
九
八
八
年
五
、
六
、
七
月
号

25

Ｃ
‐

「
ソ
連
の
経
済
改
革
と
失
業
問
題

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
〇
一
巻
第
七
＝
八
号
（
一
九
八
八
年
）

〔
→

」

26

Ａ
‐
３
の
第
一
〇
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

．

（

ソ
連
の
政
治
情
勢
、
一
九
三
〇
年
秋
」
ロ
シ
ア

“П
олитическая

ситуация
в
С
С
С
Р

О
сень

1930
г.,”

「

27

Tom
us

V
II,M

arch
1989

語
）Acta

Slavica
Iaponica,

“
and

the
N

ew
Perspective

on
SovietH

istory:The
case

of
the

history
of

industrialization
and

Ｃ
‐

Perestroika

28

the
w

orking
class,”in

TakayukiIto
(ed.),

Sapporo:
Facing

U
p

to
the

Past:
SovietH

istoriography
under

Perestroika,

Slavic
R

esearch
C

enter,H
okkaido

U
niversity,1989.

Ｃ
‐

「
一
九
三
〇
年
代
体
制
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
四
七
号
（
一
九
八
九
年
）

〔
→
Ａ
‐

」

29

５
の
第
Ⅲ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
現
代
ソ
連
の
思
想
状
況

『
ソ
連
研
究
』
第
九
号
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
）

」

30

Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
労
働
者
」
上
・
中
・
下
『
経
済
評
論
』
一
九
八
九
年
一
二
月
号
、
一
九
九
〇
年
一
、

31

二
月
号

Ｃ
‐

/
/

（

日
本
に
お
け
る
ソ
連
史
研
究

『
歴
史
の

“И
зучение

истории
С
С
С
Р
в
Я
понии,”

В
опросы

истории

「

」

32

諸
問
題

）,
1
9
9
0
,

2

』

№

Ｃ
‐

「

東
』
側
世
界
で
の
議
会
の
復
権

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
九
九
〇
年
五
月
一
－
一
五
日
号

『

」

33

Ｃ
‐

「
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
根
源
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
争

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
〇
三
巻
第
七

＝
八
号
（
一

」

34

九
九
〇
年
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
第
Ⅳ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
現
代
ソ
ヴ
ェ
ト
政
治
に
お
け
る
民
族
問
題
の
位
置

『
ソ
連
研
究
』
第
一
一
号
（
一
九
九
〇
年
）

」

35

Ｃ
‐

「

ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
犠
牲
』
の
規
模
に
関
す
る
最
近
の
議
論
」
原
暉
之
・
藤
本
和
貴
夫
編
『
危
機
の
〈
社

『

36

会
主
義
〉
ソ
連
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
一
年

〔
→
大
幅
増
補
版
を
Ａ
‐
５
の
第
Ⅵ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ソ
連
の
民
族
問
題
と
連
邦
＝
共
和
国
関
係
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
『
現
下
ソ
連
の
民
族
問
題
Ⅱ
』
外
務

37

省
委
託
研
究
報
告
書
、
一
九
九
一
年
三
月

Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
『
後
退
』
の
意
味
す
る
も
の
」
上
・
下
『
経
済
評
論
』
一
九
九
一
年
七
、
八
月
号

38

Ｃ
‐

「
各
共
和
国
の
動
向
」
木
村
汎
編
『
エ
リ
ツ
ィ
ン
革
命
と
日
本
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
九
一
年

39

“The
End

of
Perestroika?,”

vol.5,N
o.2

(Fall/W
inter

1991).

Ｃ
‐

Japan
Review

ofInternationalAffairs,

40
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Thorny
Path

to
the

Post-Perestorika
W

orld:
Ｃ
‐

“H
as

Perestroika
Ended?,”

in
Shugo

M
inagaw

a
(ed.),

41
,Slavic

R
esearch

C
enter,H

okkaido
U

niversity,1992.
Problem

s
ofInstitutionalization

“The
Tim

e
of

N
ew

:
Tendencies

Tow
ard

A
uthoritarianism

in
Successor

C
ountries

to
the

Form
er

Ｃ
‐

Sm
uta

42

U
SSR

,”
Paper

presented
to

the
First

Japan-U
s

JointC
onference

on
R

ussia
and

C
IS,M

ay
5-6,1992,

W
ashington,

D
C

.Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
そ
の
後
―
―
『
民
主
化
』
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」
和
田
春
樹
・
小
森
田
秋
夫
・
近
藤
邦
康
編

43

『

社
会
主
義
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
悩
と
模
索
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年

〈
Ｃ
‐

「
社
会
主
義
改
革
論
の
挫
折
―
―
経
済
学
者
へ
の
問
い
か
け

『
社
会
主
義
経
済
学
会
会
報
』
第
三
〇
号
（
一

」

44

九
九
二
年
）

〔
→
Ａ
‐
６
の
第
Ⅴ
章
に
収
録
〕

Sm
uta

New
O

rder
in

Ｃ
‐

“R
ussia's

Fourth
:

W
hat

W
as,

Is,
and

W
ill

B
e

R
ussia?,”,

in
O

sam
u

Ieda
(ed.),

45

,Slavic
R

esearch
C

enter,H
okkaido

U
niversity,1993.

Post-C
om

m
unistEurasia

Ｃ
‐

「
旧
ソ
連
社
会
の
と
ら
え
方
―
―
二
層
認
識
か
ら
四
層
認
識
へ

『
ソ
ビ
エ
ト
研
究
』
第
九
号
（
白
石
書
店

、

」

）

46

一
九
九
三
年

〔
→
Ａ
‐
７
の
第
Ⅰ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
ソ
連
の
解
体
と
ロ
シ
ア
の
危
機
」
近
藤
邦
康
、
和
田
春
樹
編
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
改
革
・
開
放
―
―
中
ソ

47

比
較
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年

Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
終
焉
と
ソ
連
の
解
体
―
―
歴
史
の
必
然
性
再
考

『
ロ
シ
ア
研
究
』
第
一
八
号
（
一
九

」

48

九
四
年
）

〔
→
Ａ
‐
７
の
第
Ⅳ
章
に
収
録
〕

Ｃ
‐

「
一
九
九
三
年
の
歴
史
学
界
―
―
回
顧
と
展
望
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
現
代
・
東
欧

『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
三

）
」

49

編
第
五
号
（
一
九
九
四
年
五
月
）

Ｃ
‐

「
旧
ソ
連
に
お
け
る
複
数
政
党
制
の
出
発
」
木
戸
蓊
・
皆
川
修
吾
編
『
ス
ラ
ブ
の
政
治
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四

50

年Ｃ
‐

「
旧
ソ
連
の
家
族
と
社
会
」
石
川
晃
弘
・
塩
川
伸
明
・
松
里
公
孝
編
『
ス
ラ
ブ
の
社
会
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四

51

年Ｃ
‐

「
伊
東
孝
之
氏
の
書
評
へ
の
リ
プ
ラ
イ
（
回
答

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
五
六
号
、
一
九
九
五
年

）
」

52

Ｃ
‐

「

現
存
し
た
社
会
主
義
』
の
社
会
科
学
へ
向
け
て

『
比
較
法
学
』
第
五
七
号
（
一
九
九
五
年

。

『

」

）

53

“Tow
ard

a
H

istorical
A

nalysis
of

the
'Socialism

That
R

eally
Existed',,”

in
Shugo

M
inagaw

a
(editor

in

Ｃ
‐
54

chief)
and

O
sam

u
Ieda

(editor),
,Slavic

Socio-Econom
ic

D
im

ensions
of

the
Changes

in
the

Slavic-Eurasian
W

orld

R
esearch

C
enter,H

okkaido
U

niversity,1996

Ｃ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
・
東
欧
激
動
・
ソ
連
解
体
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
講
座
世
界
史
』
第
一
一
巻
、
東
京
大
学

55

出
版
会
、
一
九
九
六
年

Ｃ
‐

「

社
会
主
義
と
全
体
主
義
』
再
論
―
―
『

現
存
し
た
社
会
主
義
〉
の
政
治
学
』
へ
向
け
て
の
準
備
ノ
ー

『

〈

56

ト

（
討
論
ペ
ー
パ
ー
）
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
重
点
領
域
報
告
輯
、N

o
.

1
4
,

一
九
九
六
年

」
Ｃ
‐

「
政
界
再
編
分
析
の
視
点

『
大
統
領
選
挙
後
の
ロ
シ
ア
政
局
の
行
方
』
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

」

57

重
点
領
域
報
告
輯
、N

o
.

1
5
,

一
九
九
六
年

Ｃ
‐

「
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
―
そ
の
歴
史
と
現
在
」
東
京
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
《
ロ
シ
ア
は
ど
こ
へ
行

58

く
？
》
報
告
ペ
ー
パ
ー
、
一
九
九
六
年
九
月

Ｃ
‐

「
第
五
章

上
か
ら
の
革
命
」
／
「
第
六
章

盛
期
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
」
／
「
補
章

ソ
連
史
に
お
け
る
ジ
ェ

59

ン
ダ
ー
と
家
族
」
田
中
陽
兒
・
倉
持
俊
一
・
和
田
春
樹
編
『
世
界
歴
史
大
系
・
ロ
シ
ア
史
』
第
三
巻
、
山
川
出
版
、
一
九

九
七
年

Ｃ
‐

「
社
会
主
義
在
世
界
史
中
的
意
義

（

世
界
史
に
お
け
る
社
会
主
義
」
季
衛
東
氏
に
よ
る
中
国
語
訳
）
香
港

」
「

60

中
文
大
学
『
二
一
世
紀
』
一
九
九
七
年
一
〇
月
号

Ｃ
‐

「
ソ
連
言
語
政
策
史
の
若
干
の
問
題
」
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
重
点
領
域
報
告
輯
、N

o
.

4
2
,

一

61
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九
九
七
年

Ｃ
‐

「

体
制
転
換
の
目
的
』
は
『
西
欧
化
』
か
？

『
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
変
動

（
平
成
九
年
度
重
点
領
域

『

」

』

62

研
究
公
開
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
報
告
集
）
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年

Ｃ
‐

「
体
制
転
換
の
見
取
り
図

『
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
年
報
』
第
二
六
号
、
一
九
九
七
年
版
（
一
九
九
八
年
刊

」

63

行
）

Ｃ
‐

「
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
空
間

『
国
際
問
題
』
一
九
九
八
年
一
一
月
号

」

64

Ｃ
‐

「
ソ
連
言
語
政
策
史
再
考

『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
第
四
六
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）

〔
→
Ａ
‐

の
第
二
章
に

」

65

10

収
録
〕

Ｃ
‐

「
言
語
と
政
治
―
―
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
の
言
語
法
を
め
ぐ
っ
て
」
皆
川
修
吾
編
『
移
行
期
の
ロ
シ
ア
政
治
』

66

溪
水
社
、
一
九
九
九
年

〔
→
Ａ
‐

の
第
三
章
に
収
録
〕

10

Ｃ
‐

「

二
〇
世
紀
』
と
社
会
主
義

『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
〇
巻
第
五
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）

『

」

67

Ｃ
‐

「
帝
国
の
民
族
政
策
の
基
本
は
同
化
か
？

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
六
四
号
（
一
九
九
九
年
四
月
）

」

68

Ｃ
‐

「

も
う
一
つ
の
社
会
』
へ
の
希
求
と
挫
折

『
岩
波
講
座
・
二
〇
世
紀
の
定
義
』
第
二
巻
（
溶
け
た
ユ
ー
ト

『

」

69

ピ
ア

、
二
〇
〇
一
年

）

Ｃ
‐

「
集
団
的
抑
圧
と
個
人
」
江
原
由
美
子
編
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年

70

“К
омментарии,”

//
П
ространственны

е
факторы

в
формировании

партийны
х

систем
.
Д
иалог

Ｃ
‐
71

（

コ
メ
ン
タ
リ
ー

『
政
党
シ
ス
テ
ム
形
成
に
お
け
る
空
間
的
要
素
―
―
ア
メ
リ

американистов
и
постсоветологов.

「

」

Slavic
R

esearch
C

enter,H
okkaido

U
niversity,2002

カ
研
究
者
と
ポ
ス
ト
・
ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
者
の
対
話

）,

』

Ｃ
‐

「
歴
史
的
経
験
と
し
て
の
ソ
連

『
比
較
経
済
体
制
研
究
』
第
九
号
（
二
〇
〇
二
年
）

」

72

Ｃ
‐

「
第
一
〇
章

社
会
主
義
体
制
の
変
貌
・
成
熟
・
停
滞
」
／
「
第
一
一
章

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
時
代
」
／

73

「
第
一
二
章

ロ
シ
ア
連
邦
」
和
田
春
樹
編
『
ロ
シ
ア
史
』
山
川
出
版
、
二
〇
〇
二
年

Ｃ
‐

「
三
つ
の
自
由
主
義
―
―
市
場
経
済
（
自
由
経
済

・
経
済
自
由
主
義
・
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

『
比
較
経

）

」

74

済
体
制
研
究
』
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
）

“From
R

econstruction
to

D
estruction:

Perestroika
and

the
D

isintegration
of

the
Soviet

U
nion,,”

in

Ｃ
‐
75

,
The

Proceedings
of

the
International

Conference
in

C
om

m
em

oration
of

the
20

Anniversary
of

'Perestroika'
th

K
orean

A
ssociation

of
Slavic

Studies,2005

Ｃ
‐

「
研
究
結
果
報
告
書

『
東
京
大
学
法
学
部
研
究
・
教
育
年
報
』
第
一
八
号
（
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四

、
二

」

）

76

〇
〇
五
年

Ｃ
‐

「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
史
研
究
の
五
〇
年

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
七
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）

」

77

Ｃ
‐

「
国
家
の
統
合
・
分
裂
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
―
―
ソ
連
解
体
前
後
の
国
籍
法
論
争
を
中
心
に
」
塩
川
伸
明
・

78

中
谷
和
弘
編
『
国
際
化
と
法

（

法
の
再
構
築
」
第
二
巻
）
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

』
「

Ｃ
‐

〔
中
谷
和
弘
と
共
同
執
筆

「
序
」
塩
川
伸
明
・
中
谷
和
弘
編
『
国
際
化
と
法

（

法
の
再
構
築
」
第
二
巻
）

〕

』
「

79

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

Ｃ
‐

「
ソ
連
解
体
の
最
終
局
面
―
―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
フ
ォ
ン
ド
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
の
資
料
か
ら

『
国
家
学
会
雑

」

80

誌
』
第
一
二
〇
巻
第
七
＝
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）

Ｃ
‐

「
ロ
シ
ア
革
命
九
〇
年
を
考
え
る

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』
第
三
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）

」

81

Ｃ
‐

「
ソ
連
史
研
究
の
方
法
と
視
角
に
つ
い
て
―
―
高
田
和
夫
の
批
評
に
答
え
る

『
歴
史
学
研
究
』
第
八
四
七
号

」

82

（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）

Ｃ
‐

「
旧
ソ
連
地
域
の
民
族
問
題

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』
第
四
〇
号(

二
〇
〇
九
年
五
月)

」

83

Ｃ
‐

「
藤
田
『
社
会
主
義
史
』
論
と
の
対
話
―
―
藤
田
勇
『
自
由
・
民
主
主
義
と
社
会
主
義1

9
1
7
-
1
9
9
1

』
を
読

84

む

『
社
会
体
制
と
法
』
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
六
月
）

」
Ｃ
‐

「
現
代
史
に
お
け
る
時
間
感
覚
―
―
事
件
・
歴
史
家
・
読
者
の
間
の
対
話
に
お
け
る
距
離
感

『
ア
リ
ー
ナ
』

」

85
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（
中
部
大
学
編
集
、
風
媒
社
発
行

、
第
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年

）

Ｃ
‐

「

成
熟
＝
停
滞
》
期
の
ソ
連
社
会
―
―
政
治
人
類
学
的
考
察
の
試
み

『
ス
ラ
ヴ
文
化
研
究

（
東
京
外
国
語

《

」

』

86

大
学
）
第
九
号
（
二
〇
一
〇
年
度
、
刊
行
は
二
〇
一
一
年
三
月
）

Ｃ
‐

「
解
説

（
テ
リ
ー
・
マ
ー
チ
ン
『
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
帝
国
―
―
ソ
連
の
民
族
と
ナ
シ
ョ

」

87

ナ
リ
ズ
ム
、1

9
2
3
-
1
9
3
9

年
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

Ｃ
‐

「
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
・
全
体
主
義
論
・
比
較
史
―
―
バ
ベ
ロ
フ
ス
キ
氏
の
報
告
原
稿
に
寄
せ
て

『
現
代
史
研

」

88

究
』
第
五
七
号
（
二
〇
一
一
年
）

Ｃ
‐

「
ソ
連
は
ど
う
し
て
解
体
／
崩
壊
し
た
か
」
村
岡
到
編
『
歴
史
の
教
訓
と
社
会
主
義
』
ロ
ゴ
ス
、
二
〇
一
二
年

89

Ｃ
‐

〔
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
と
共
同
執
筆

「
序
―
―
越
境
と
変
容
の
場
と
し
て
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
」
塩
川
伸

〕

90

明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
・
宇
山
智
彦
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
１
・

東
〉
と
〈
西

』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〈

〉

一
二
年

Ｃ
‐

「
総
論

国
家
と
国
際
関
係
」
塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
５
・
国
家
と
国

91

際
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

Ｃ
‐

「
ソ
連
邦
の
解
体
過
程
と
そ
の
後
―
―
連
邦
内
擬
似
国
際
関
係
か
ら
新
し
い
国
際
関
係
へ
」
塩
川
伸
明
・
小
松

92

久
男
・
沼
野
充
義
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
・
５
・
国
家
と
国
際
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

Ｄ

書
評

Ｄ
‐
１

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
二
巻
第
五
＝

Sheila
Fitzpatrick

(ed.),
,

C
ultural

Revolution
in

Russia
1928-1931,

六
号
（
一
九
七
九
年
六
月
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
補
論
Ｄ
１
に
収
録
〕

Ｄ
‐
２

辻
義
昌
『
ロ
シ
ア
革
命
と
労
使
関
係
の
展
開

『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』
第
二
七
八
号
（
一
九
八
二
年
五
月

』

号
）

Ｄ
‐
３

下
斗
米
伸
夫
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
と
労
働
組
合

『
経
済
学
論
集
』
第
四
九
巻
第
一
号
（
一
九
八
三
年
）

』

Ｄ
‐
４

同
上
書
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
三
七
号
（
一
九
八
三
年
）

Ｄ
‐
５

Ａ
・
ノ
ー
ヴ
『
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
ブ
レ
ジ
ネ
フ
ま
で

『
週
刊
ポ
ス
ト
』
一
九
八
三
年
九
月
二
日
号

』

A
rcadius

K
ahan

and
B

lair
R

uble
(eds.),

Leonarad
Schapiro

and
Joseph

Ｄ
‐
６

Industrial
Labour

in
the

U
SSR;

The
Soviet

W
orker:

Illusions
and

Realities;
Soviet

Trade
U

nions:
Their

D
evelopm

ent
G

odson
(eds.).,

B
lair

R
uble,

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
六
巻
第
九
＝
一
〇
号
（
一
九
八
三
年
一
〇
月
）

in
the

1970s.

Ｄ
‐
７

Ｒ
・
ヒ
ル
『
ソ
連
の
政
治
改
革

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
八
四
年
四
月
一
七
日
号

』

Ｄ
‐
８

藤
田
勇
編
『
社
会
主
義
と
自
由
権

『
東
京
大
学
新
聞
』
一
九
八
四
年
九
月
二
五
日
号

』

Ｄ
‐
９

山
内
昌
之
『
ス
ル
タ
ン
ガ
リ
エ
フ
の
夢

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
七
年
二
月
一
三
日
号

』

Ｄ
‐

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
四
五
号
（
一
九
八
七
年
九
月
）

Sheila
Fitzpatrick,N

ew
Perspectives

on
Stalinism

,

10

〔
→
Ａ
‐
５
の
補
論
Ｄ
２
に
収
録
〕

Ｄ
‐

『
国
家
学
会

R
obertC

onquest,
;J.A

rch
G

etty,
Inside

Stalin's
SecretPolice

O
rigins

ofthe
G

reatPurges,

11

雑
誌
』
第
一
〇
〇
巻
第
一
一
＝
一
二
号
（
一
九
八
七
年
一
一
月
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
補
論
Ｅ
に
収
録
〕

Ｄ
‐

溪
内
謙
『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
制
の
成
立

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
〇
二
巻
第
三
＝
四
号
（
一
九
八
九
年
三

』

12

月
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
第
Ⅴ
章
に
収
録
〕

Ｄ
‐

大
津
定
美
『
現
代
ソ
連
の
労
働
市
場
』
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
編
『
経
済
研
究
』
第
四
一
巻
第
一
号
（
一
九
九

13

〇
年
一
月
）

Ｄ
‐

Ｒ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
歴
史
像
の
転
換

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
〇
年
八
月
三
日
号

』

14

Ｄ
‐

長
谷
川
毅
『
ロ
シ
ア
革
命
下
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
市
民
生
活

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
四
九
号
（
一
九
九
〇

』

15

年
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
補
論
Ｄ
２
に
収
録
〕

Ｄ
‐

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ツ
ィ
プ
コ
『
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
の
訣
別

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
九
四
年
八
月
二
日
号

』

16
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Ｄ
‐

原
暉
之
『
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
の
悲
劇
』Russian

Review

17

Ｄ
‐

石
井
規
衛
『
文
明
と
し
て
の
ソ
連

『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
五
編
第
三
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）

』

18

Ｄ
‐

Ｍ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
回
想
録

『
へ
る
め
す
』
一
九
九
六
年
九
月
号

』

19

Ｄ
‐

大
野
健
一
『
市
場
移
行
戦
略

『
へ
る
め
す
』
一
九
九
七
年
三
月
号

』

20

Ｄ
‐

Ｍ
・
メ
イ
リ
ヤ
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
悲
劇

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
一
一
〇
巻

M
.

M
alia,

;
The

Soviet
Tragedy

』

21

第
一
一=

一
二
号
（
一
九
九
七
年
一
二
月
）

Ｄ
‐

富
田
武
『
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
統
治
構
造

『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
第
四
五
号
（
一
九
九
八
年
三
月
）

』

22

Ｄ
‐

永
田
え
り
子
『
道
徳
派
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
宣
言

『
三
田
社
会
学
』
第
三
号
（
一
九
九
八
年
）

』

23

Terry
M

artin,
,

Ｄ
‐

The
Affirm

ative
Action

Em
pire:

N
ations

and
Nationalism

in
the

Soviet
U

nion,1923-1939

24

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
七
二
号
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）

Ｄ
‐

亀
山
郁
夫
『
大
審
問
官
ス
タ
ー
リ
ン

（
共
同
通
信
よ
り
配
信

『
秋
田
さ
き
が
け
』
二
〇
〇
六
年
三
月
一
九

』

、

25

日

『
神
戸
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
三
月
二
六
日

『
信
濃
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
三
月
二
六
日
等
に
掲
載
）

、

、

Ｄ
‐

同
上
書
、
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
『
ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア
文
学
研
究
』
第
三
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）

26

Ｄ
‐

ア
ー
チ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
『
国
際
問
題
』
二
〇
〇
八

27

年
九
月
号

Ｄ
‐

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
『
講
座
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
学

（
全
三
巻

『
ロ
シ
ア
史
研

』

）

28

究
』
第
八
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）

Ｄ
‐

鶴
見
太
郎
『
ロ
シ
ア
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
想
像
力

『
思
想
』
二
〇
一
二
年
五
月
号

』

29

Ｄ
‐

砂
野
幸
稔
編
『
多
言
語
主
義
再
考
―
―
多
言
語
状
況
の
比
較
研
究

『
こ
と
ば
と
社
会
』
第
一
四
号
（
二
〇
一

』

30

二
年
）

Ｄ
‐

ア
ー
チ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
共
産
主
義
の
興
亡

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
九
日

』

31

Ｅ

翻
訳

Ｅ
‐
１

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
―
―
レ
ー
ニ
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
へ
、
一
九
一
七
‐
一
九
二
九
年
』
岩
波
現
代

選
書
、
一
九
七
九
年
（
改
訳
版
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）

Ｅ
‐
２

Ｓ
・
Ｆ
・
コ
ー
エ
ン
『
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
未
来
社
、
一
九
七
九
年

Ｅ
‐
３

Ｍ
・
シ
ー
ト
ン
＝
ワ
ト
ソ
ン
『
文
学
作
品
に
み
る
ソ
ヴ
ェ
ト
人
の
息
吹

（
共
訳

、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八

』

）

八
年

Ｅ
‐
４

Ｔ
・
ザ
ス
ラ
ー
フ
ス
カ
ヤ
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
社
会
的
管
理
の
戦
略
」
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
編
『
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
の
思
想
』
群
像
社
、
一
九
八
九
年

Ｆ

事
典
な
ど
の
項
目

Ｆ
‐
１

「
戦
時
共
産
主
義

「
ネ
ッ
プ

「
五
カ
年
計
画
」
な
ど
『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
‐
八
三

」

」

年Ｆ
‐
２

「
工
業
化
論
争
」
な
ど
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
、
一
九
八
四
‐
九
四
年

Ｆ
‐
３

「
ソ
連
の
政
治
」
と
い
う
大
項
目
中
の
「
革
命
後
の
歴
史

「
政
治
制
度

「
ソ
連
共
産
党
」
な
ど
『
政
治
学

」

」

事
典
』
大
学
教
育
社
、
一
九
九
一
年

Ｆ
‐
４

「
官
僚
制

「
行
政
区
分

「
労
働
組
合
」
な
ど
（
川
端
香
男
里
・
佐
藤
経
明
・
中
村
喜
和
・
和
田
春
樹
監

」

」

修

『
ロ
シ
ア
・
ソ
連
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年

）
Ｆ
‐
５

「
レ
ー
ニ
ン

「
ス
タ
ー
リ
ン

「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

『
世
界
史
写
真
集
』
第
Ⅴ
期
、
山
川
出
版
、
一
九
九
一
年

」

」

」

Ｆ
‐
６

「
概
観
―
―
ロ
シ
ア
政
治
へ
の
視
点
」
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
所
編
『
情
報
総
覧

現
代
の
ロ
シ
ア
』
大
空
社
、
一

九
九
八
年
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『

』
」

」

」

」

、

Ｆ
‐
７

「

史
的
唯
物
論

「
ソ
ヴ
ェ
ト

「
ブ
ハ
ー
リ
ン

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

『
哲
学
・
思
想
事
典
』
岩
波
書
店

一
九
九
八
年

Ｆ
‐
８

「
ロ
シ
ア
連
邦

「
五
カ
年
計
画

『
Ｃ
Ｄ
・
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
世
界
大
百
科
事
典
』
日
立
デ
ジ
タ
ル
平
凡
社
、
一
九

」

」

九
八
年
（

ロ
シ
ア
連
邦
」
に
つ
い
て
の
一
部
改
訂
版

『
平
凡
社
百
科
年
鑑
』
二
〇
〇
〇
年
）

「

、

Ｆ
‐
９

「
Ｃ
Ｉ
Ｓ

「
ソ
連

「
ソ
連
共
産
党

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

「
ロ
シ
ア
連
邦
」
そ
の
他
『
世
界
民
族
問
題
事

」

」

」

」

典
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
、
新
訂
増
補
版
、
二
〇
〇
二
年

Ｆ
‐

「
言
語
政
策

「
在
外
ロ
シ
ア
人

「
ソ
ヴ
ェ
ト

「
ソ
連

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

「
民
族
問
題

「
ロ
シ
ア
連

」

」

」

」

」

」

10

邦
」
な
ど
（
川
端
香
男
里
・
佐
藤
経
明
・
中
村
喜
和
・
和
田
春
樹
・
塩
川
伸
明
・
栖
原
学
・
沼
野
充
義
監
修

『
新
版
・

）

ロ
シ
ア
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年

Ｆ
‐

「
社
会
主
義
国
家

「
ス
タ
ー
リ
ン

『
歴
史
学
事
典
』
第
一
二
巻
（
王
と
国
家

、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年

」

」

）

11

Ｆ
‐

「
エ
リ
ツ
ィ
ン

「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

「
ソ
連
共
産
党

「
ソ
連
行
政
区
分

「
ソ
連
邦
・
ロ
シ
ア

「
ペ
レ
ス
ト

」

」

」

」

」

12

ロ
イ
カ

『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年

」

Ｆ
‐

「
ト
ロ
ツ
キ
ー

「
ブ
ハ
ー
リ
ン

『
国
際
政
治
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
年

」

」

13

Ｆ
‐

「
民
族
問
題

「
カ
ー

「
ブ
ハ
ー
リ
ン

『
現
代
社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年

」

」

」

14

Ｆ
‐

「
社
会
主
義
、
共
産
主
義

「
粛
清

『
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
事
典
（
用
語
篇

』
勉
誠
出
版
、
未
刊

」

」

）

15

（
主
な
も
の
に
限
る
）

Ｇ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
講
演

Ｇ
‐
１

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ソ
連
消
滅
ま
で
の
二
〇
〇
年

『
毎
日
ム
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
・
２
０
世
紀
の
記
憶
、
新

」

た
な
戦
争
、
民
族
浄
化
・
宗
教
・
電
網
、1

9
9
0
-
1
9
9
9

』
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年

Ｇ
‐
２

「
旧
ソ
連
地
域
の
民
族
問
題

そ
の
文
脈
と
視
点
―
―
コ
ー
カ
サ
ス
に
力
点
を
お
き
な
が
ら

（
日
本
記
者
ク

」

ラ
ブ
に
お
け
る
講
演
、
二
〇
〇
九
年
四
月
三
日
）

Ｇ
‐
３

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
・
冷
戦
終
焉
・
ソ
連
解
体
―
―2

0

年
後
の
地
点
か
ら
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

『
比
較
地

」

域
大
国
論
集
』
第
三
号
（
唐
亮
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
大
国
の
政
治
比
較
―
―
共
同
作
業
の
課
題
と
分
析
の
方
法
』
北
海

道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）

Ｈ

小
文

Ｈ
‐
１

「
今
日
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
研
究
の
意
味
」
上
・
下
『
Ｕ
Ｐ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
第
一
五
七
、
一
五

八
号
（
一
九
八
五
年
一
一
、
一
二
月
）

〔
→
Ａ
‐
７
の
第
Ⅱ
章
に
収
録
〕

Ｈ
‐
２

「
ア
メ
リ
カ
便
り
」(

１)
-
(

４)

『
窓
』
ナ
ウ
カ
書
店
、
第
五
四
‐
五
七
号
（
一
九
八
五
‐
八
六
年
）

Ｈ
‐
３

「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
改
革
の
行
方

『
北
海
道
新
聞
』
一
九
八
七
年
四
月
七
日
号

」

Ｈ
‐
４

「
訳
者
あ
と
が
き
」
Ｍ
．
シ
ー
ト
ン
＝
ワ
ト
ソ
ン
『
文
学
作
品
に
み
る
ソ
ヴ
ェ
ト
人
の
息
吹
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
八
八
年

Ｈ
‐
５

「
私
の
見
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

『
東
京
大
学
新
聞
』
一
九
八
八
年
一
二
月
二
〇
日
号

」

Ｈ
‐
６

「
突
進
す
る
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
』
を
阻
む
壁
―
―8

9

年
ソ
連
情
勢
を
読
む

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
八
九

」

年
一
月
六
日
号

Ｈ
‐
７

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ブ
ハ
ー
リ
ン
」
上
・
下
『
未
来
』
一
九
八
九
年
二
月
号
、
三
月
号

〔
→
Ａ
‐
５
の
補

論
Ｂ
に
収
録
〕

Ｈ
‐
８

「
編
集
後
記
」
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
会
編
『
ソ
連
農
業
の
歴
史
と
現
在
』
木
鐸
社
、
一
九
八
九
年

Ｈ
‐
９

「
ス
タ
ー
リ
ン

『
歴
史
読
本
ワ
ー
ル
ド
』
第
一
七
号
（
一
九
八
九
年
九
月
）

〔
→
Ａ
‐
５
の
補
論
Ａ
に
収

」

録
〕

Ｈ
‐

「
ソ
連
の
新
し
い
政
治
機
構
に
つ
い
て
」
東
京
書
籍
『
高
校
通
信
（
現
代
社
会
、
倫
理
、
政
治
・
経
済

』
第

）

10

二
八
七
号
（
一
九
八
九
年
九
月
）
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Ｈ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
女
性

『
ソ
ビ
エ
ト
研
究
所
ビ
ュ
レ
テ
ィ
ン
』
第
四
号
（
一
九
八
九
年
八
月
）

」

11

Ｈ
‐

「
社
会
主
義
の
行
方

『
東
京
大
学
新
聞
』
一
九
八
九
年
一
一
月
二
八
日
号

」

12

Ｈ
‐

「
現
代
ソ
連
の
家
族

『
月
刊
社
会
教
育
』
一
九
九
〇
年
三
月
号

」

13

Ｈ
‐

「
長
期
的
、
短
期
的
意
義
の
区
別
を
―
―
基
本
大
綱
案
を
読
ん
で

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
〇
年
三
月
一
一
日

」

14

号Ｈ
‐

「
改
革
続
く
ソ
連
の
政
治
制
度
」
東
京
書
籍
『
高
校
通
信
（
現
代
社
会
、
倫
理
、
政
治
・
経
済

』
第
二
九
五

）

15

号
（
一
九
九
〇
年
六
月
）

Ｈ
‐

「
ソ
連
の
大
統
領
制

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
九
九
〇
年
六
月
一
五
日
号

」

16

Ｈ
‐

「
エ
リ
ツ
ィ
ン
脱
党
の
衝
撃
―
―
土
壇
場
で
踏
ん
張
る
保
守
派
の
粘
り
腰

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
〇

」

17

年
七
月
二
七
日
号

Ｈ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
社
会
政
策
―
―
経
済
改
革
と
社
会
政
策
の
矛
盾

『
国
際
情
報
資
料

（
国
際
親
善
交

」

』

18

流
セ
ン
タ
ー
）
第
九
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月

Ｈ
‐

「
新
し
い
世
界
像
を
求
め
て
―
―
ソ
連
改
革
の
行
方

『
読
売
新
聞
』
一
九
九
一
年
四
月
一
一
日
号
夕
刊

」

19

Ｈ
‐

「
混
迷
深
め
る
ソ
連
の
政
治

『
高
校
通
信
（
現
代
社
会
、
倫
理
、
政
治
・
経
済

』
第
三
〇
三
号
（
一
九
九

」

）

20

一
年
四
月
）

Ｈ
‐

「
ソ
連
、
国
内
協
調
体
制
を
模
索

『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
号

」

21

Ｈ
‐

「
も
う
止
め
ら
れ
ぬ
党
崩
壊

『
ア
エ
ラ
』
一
九
九
一
年
九
月
三
日
号

」

22

Ｈ
‐

「
遠
心
力
強
ま
り
、
対
立
深
ま
る

『
ア
エ
ラ
』
一
九
九
一
年
九
月
一
〇
日
号

」

23

Ｈ
‐

「
ク
ー
デ
タ
ー
・
経
営
者
団
体
・
労
働
組
合

『
Ｕ
Ｐ
』
一
九
九
一
年
一
〇
月
号

」

24

Ｈ
‐

「

奇
妙
な
ク
ー
デ
タ
ー
』
か
ら
『
ロ
シ
ア
最
後
の
革
命
』
へ

『
世
界
』
一
九
九
一
年
一
一
月
号

『

」

25

Ｈ
‐

「
新
し
い
世
界
像
を
求
め
て
―
―
旧
ソ
連
に
“
権
威
主
義
の
誘
惑

『
読
売
新
聞
』
一
九
九
二
年
一
月
二
一

”
」

26

日
号

Ｈ
‐

「
ソ
連
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
セ
ン
タ
ー
の
こ
と

『
Ｕ
Ｐ
』
一
九
九
二
年
二
月
号

」

27

Ｈ
‐

「

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
）
東
大
教
師
が
新
入
生
に
す
す
め
る
本

『
Ｕ
Ｐ
』
一
九
九
二
年
四
月
号

（

」

28

Ｈ
‐

「
ソ
連
の
解
体
と
今
後
の
課
題

『
高
校
通
信
（
現
代
社
会
、
倫
理
、
政
治
・
経
済

』
第
三
一
三
号
（
一
九

」

）

29

九
二
年
四
月
）

Ｈ
‐

「
旧
ソ
連
に
お
け
る
『
権
威
主
義
論
』
の
再
浮
上

『
旧
ソ
連
邦
の
模
索
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
の
諸
問
題
』

」

30

（
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
シ
リ
ー
ズN

o
.
3
8

、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年

）

Ｈ
‐

「

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
）
ソ
連
解
体
と
ロ
シ
ア
史
研
究

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
五
一
号
（
一
九
九
二
年
）

（

」

31

Ｈ
‐

「
ロ
シ
ア
の
武
力
衝
突
」
共
同
通
信
社
よ
り
配
信

『
高
知
新
聞
』
一
九
九
三
年
一
〇
月
八
日
号

『
信
濃
毎

、

、

32

日
新
聞
』
一
九
九
三
年
一
〇
月
九
日
号
な
ど
に
掲
載

Ｈ
‐

「

ロ
シ
ア
新
聞
』
と
『
独
立
新
聞

」
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
『
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

『

』

33

ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
号
（
一
九
九
三
年
一
二
月
）

Ｈ
‐

「
ス
タ
ー
リ
ン
の
テ
ロ
ル
の
犠
牲
者
数
に
つ
い
て

『
社
会
主
義
法
の
う
ご
き
』
第
六
八
号
（
一
九
九
四
年
一

」

34

月
）

Ｈ
‐

「

現
存
し
た
社
会
主
義
』
文
化
と
し
て
理
解
も
必
要

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
三
月
一
五
日
夕
刊

『

」

35

Ｈ
‐

「

停
滞
の
時
代
』
と
偏
見
」
群
像
社
『
群
』
第
七
号
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）

『

36

Ｈ
‐

「
文
化
と
し
て
の
『
現
存
し
た
社
会
主
義

（
講
演
要
旨

」
東
京
女
子
大
学
『
史
論
』
第
四
九
集
（
一
九
九

』

）

37

六
年
）

Ｈ
‐

「
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
内
戦
と
ロ
シ
ア
軍
―
―
『
精
神
の
声
』
の
背
景

（
映
画
『
精
神
の
声
』
プ
ロ
グ
ラ
ム

、

」

）

38

パ
ン
ド
ラ
社
、
一
九
九
六
年

Ｈ
‐

「
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
の
中
央
ア
ジ
ア
―
―
『
精
神
の
声
』
に
寄
せ
て

『
ユ
リ
イ
カ
』
臨
時
増
刊
（
総
特
集

」

39
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ソ
ク
ー
ロ
フ
）
一
九
九
六
年
八
月

Ｈ
‐

「
菊
地
昌
典
先
生
を
偲
ん
で
―
―
《
歴
史
の
主
体
で
も
あ
っ
た
歴
史
家
の
時
代
》
の
終
わ
り

『
敬
愛
大
学
国

」

40

際
研
究
』
第
二
号
（
一
九
九
八
年
一
一
月
）

Ｈ
‐

「
二
つ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
論
」
上
・
下
『
Ｕ
Ｐ
』
一
九
九
九
年
一
、
二
月
号

41

Ｈ
‐

「
プ
ー
チ
ン
氏
当
選
、
わ
た
し
は
こ
う
見
る

『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
八
日

」

42

Ｈ
‐

「
ロ
シ
ア
権
力
の
行
方

『
読
売
新
聞
』
上
・
下
、
夕
刊
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
三
日
、
四
日

」

43

Ｈ
‐

「
大
会
印
象
記

『
ロ
シ
ア
史
研
究
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
四
一
号
（
二
〇
〇
一
年
二
月
）

」

44

Ｈ
‐

「
地
域
よ
も
や
ま
話
―
―
〈
ユ
ー
ラ
シ
ア
〉
地
域
研
究
？

『
日
本
比
較
政
治
学
会
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
一

」

45

二
号
（
二
〇
〇
四
年
）

Ｈ
‐

〔
栖
原
学
、
沼
野
充
義
と
共
同
執
筆

「
は
じ
め
に

『
新
版
・
ロ
シ
ア
を
知
る
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四

〕

」

46

年Ｈ
‐

「
冷
戦
・
ソ
連
・
社
会
主
義

『
週
刊
朝
日
百
科
・
日
本
の
歴
史
』
第
一
一
五
号
（
二
〇
〇
四
年
八
月
二
二

」

47

日
）

Ｈ
‐

「
溪
内
謙
先
生
を
悼
む

『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
七
五
号
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）

」

48

Ｈ
‐

「
日
露
戦
争
か
ら
一
〇
〇
年

『
東
京
大
学
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
九
日

」

49

Ｈ
‐

「
新
委
員
長
挨
拶

『
ロ
シ
ア
史
研
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
六
一
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
）

」

50

Ｈ
‐

「

淡
青
評
論

『
勝
ち
組

『
負
け
組

『
東
京
大
学
学
内
広
報
』
一
三
三
四
号(

二
〇
〇
六
年
四
月
一
二
日)

（

）

』

』
」

51

Ｈ
‐

「
日
南
田
静
眞
先
生
の
こ
と

『
想
い
出
の
記
―
―
教
育
者
、
研
究
者
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
の
日
南
田
静

」

52

眞

（
非
売
品

、
二
〇
〇
七
年

』

）

Ｈ
‐

「
時
代
の
磁
場
」
亀
山
哲
郎
写
真
集
『
北
極
圏
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
―
―
知
ら
れ
ざ
る
世
界
文
化
遺
産
』
ブ

53

ッ
キ
ン
グ
、
二
〇
〇
七
年

Ｈ
‐

「
思
い
出
す
こ
と
つ
れ
づ
れ

『
保
田
孝
一
先
生
追
悼
文
集
』
保
田
孝
一
先
生
を
偲
ぶ
会
（
非
売
品

、
二
〇
〇

」

）

54

七
年

Ｈ
‐

「
青
春
の
一
冊
―
―
『
共
同
研
究

転
向
』
思
想
の
科
学
研
究
会
編

『
東
京
大
学
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月

」

55

六
日
号

Ｈ
‐

無
題
（
西
川
正
雄
先
生
お
別
れ
会
に
お
け
る
発
言

『
記
録
・
西
川
正
雄
先
生
お
別
れ
会
』
同
会
世
話
人
監
修

）

56

・
製
作
（
非
売
品

、
二
〇
〇
八
年

）

Ｈ
‐

「
私
の
す
す
め
る
岩
波
新
書

『
図
書
』
二
〇
〇
八
年
臨
時
増
刊
号

」

57

Ｈ
‐

「
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
と
『
よ
り
小
さ
な
悪
』
―
―
Ｍ
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
著
『
許
さ
れ
る
悪
は
あ
る
の
か
？
』

58

を
め
ぐ
っ
て

『
風
の
た
よ
り

（
風
行
社
）
第
四
六
号
（
二
〇
一
二
年
）

」

』

Ｈ
‐

「
ロ
シ
ア
は
西
か
、
東
か
―
―
問
い
自
体
を
問
い
直
す

『
Ｕ
Ｐ
』
二
〇
一
二
年
六
月
号

」

59

Ｉ

対
談
・
座
談
会
な
ど

Ｉ
‐
１

佐
藤
経
明
・
塩
川
伸
明
・
山
内
昌
之
「"

新
生
ソ
連
″
カ
ギ
握
る
民
族
問
題

『
読
売
新
聞
』
一
九
九
〇
年
三

」

月
一
六
日

Ｉ
‐
２

佐
藤
経
明
・
塩
川
伸
明
「
ソ
連
政
治
経
済
の
現
状
と
展
望

『
月
刊
社
会
党
』
一
九
九
一
年
六
月
号

」

Ｉ
‐
３

山
内
昌
之
・
塩
川
伸
明
・
谷
畑
良
三
「
ソ
連
邦
消
滅
識
者
座
談
会
―
―
カ
ギ
握
る
イ
ス
ラ
ム
圏

『
毎
日
新

」

聞
』
一
九
九
一
年
一
二
月
一
〇
日

Ｉ
‐
４

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ソ
連
と
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
協
力
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
考
え
る
か

（
尾
上
久
雄
・
新
田
俊
三

」

・
佐
藤
経
明
・
塩
川
伸
明
・
吉
田
進
・
大
島
梓
・
杉
森
康
二
・
稲
葉
修
三

『
自
由
』
一
九
九
二
年
一
月
号

）

Ｉ
‐
５

塩
川
伸
明
・
加
々
美
光
行
・
緒
方
康
「
中
国
と
ロ
シ
ア
―
―
そ
の
党
史
と
政
治
改
革
の
構
図

『
中
国

』
第

」

21

一
四
号
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
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Ｉ
‐
６

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界

『
Ｕ
Ｐ
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号

」

Ｊ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
①
）
研
究
ノ
ー
ト

Ｊ
‐
１

「
論
文
の
書
き
方

（
一
九
九
五
年
）

」

Ｊ
‐
２

「

分
か
り
や
す
い
文
章
』
と
い
う
こ
と

（
一
九
九
六
年
）

『

」

Ｊ
‐
３

「
教
養
の
解
体
の
後
に

（
二
〇
〇
一
年
）

」

Ｊ
‐
４

「

現
存
し
た
社
会
主
義
―
―
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
素
顔
』
へ
の
様
々
な
論
評
に
接
し
て

（
二
〇
〇
一
年
）

『

」

Ｊ
‐
５

「
ソ
連
史
（
現
存
し
た
社
会
主
義
の
歴
史
）
の
観
点
か
ら

（
日
本
政
治
学
会
大
会
二
〇
〇
二
年
度
大
会
共
通

」

論
題
「
２
０
世
紀
は
政
治
学
を
ど
う
変
え
た
か
」
報
告
（
二
〇
〇
二
年
）

Ｊ
‐
６

「
様
々
な
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
系
譜
―
―
見
取
り
図
形
成
の
た
め
の
初
歩
的
試
み

（
二
〇
〇
三
年
）

」

Ｊ
‐
７

「

民
族
浄
化
』
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

（
二
〇
〇
四
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
一
章
に
収
録
〕

『

」

15

Ｊ
‐
８

「
コ
ソ
ヴ
ォ
問
題
と
『
人
道
的
介
入
（
干
渉

』
論
―
―
日
本
に
お
け
る
国
際
政
治
・
国
際
法
研
究
者
の
言
説

）

を
め
ぐ
っ
て

（
二
〇
〇
四
‐
〇
五
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
二
章
に
収
録
〕

」

15

Ｊ
‐
９

「
最
近
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
（
覚
書

（
二
〇
〇
四
‐
〇
五
年
）

〔
→
全
面
的
に
改
稿

）
」

し
た
事
実
上
の
新
稿
を
Ａ
‐

の
第
五
章
に
収
録
〕

15

Ｊ
‐

「
あ
る
多
言
語
国
家
の
経
験
―
―
ソ
連
邦
の
形
成
・
変
容
・
解
体
（
多
言
語
社
会
研
究
会
二
〇
〇
六
年
度
大
会

10

に
お
け
る
講
演

（
二
〇
〇
六
年
）

）
」

Ｊ
‐

「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
日
本
―
―
予
備
的
覚
書

（
二
〇
〇
七
年
）

」

11

Ｊ
‐

「
二
〇
〇
七
年
一
二
月
ロ
シ
ア
下
院
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
―
―
直
後
の
時
点
で
の
試
論

（
二
〇
〇
七
年
）

」

12

Ｊ
‐

「
最
近
の
ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
・
南
オ
セ
チ
ア
衝
突
を
め
ぐ
っ
て

（
二
〇
〇
八
年
）

〔
→
全
面
的
に
改
稿

」

13

し
た
事
実
上
の
新
稿
を
Ａ
‐

の
第
六
章
に
収
録
〕

15

Ｊ
‐

「
ア
ー
カ
イ
ヴ(

ア
ー
カ
イ
ブ)

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

（
二
〇
〇
九
年
）

」

14

Ｊ
‐

「

民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
難
問
』
へ
の
反
響
と
応
答

（
二
〇
〇
九
年
）

『

」

15

Ｊ
‐

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
か
ら
現
代
ロ
シ
ア
ま
で

（
二
〇
一
二
年
）

」

16

Ｊ
‐

「
池
田
嘉
郎
氏
の
『
冷
戦
終
焉

年
』
評
に
対
す
る
第
一
次
的
応
答

（
二
〇
一
二
年

〔
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ

」

）

17

20

ー
ジ
上
に
は
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
せ
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
会
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
回
覧
し
た
〕

Ｋ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
②
）
読
書
ノ
ー
ト

Ｋ
‐
１

ユ
ン
・
チ
ア
ン
『
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン

（
一
九
九
五
‐
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
２

ク
ー
ン
『
科
学
革
命
の
構
造

（
一
九
九
四
‐
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
３

和
田
春
樹
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
―
―
成
果
と
危
機
』
／
『
歴
史
と
し
て
の
社
会
主
義

（
一
九
九
五
‐
九
六

』

年
）

Ｋ
‐
４

ク
ン
デ
ラ
『
存
在
の
耐
え
ら
れ
な
い
軽
さ

（
一
九
九
五
‐
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
５

石
田
雄
『
社
会
科
学
再
考
』

（
一
九
九
五
‐
九
六
年
）

Ｋ
‐
６

佐
伯
胖
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
教
育

（
一
九
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
７

サ
イ
ー
ド
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

（
一
九
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
８

矢
澤
修
次
郎
『
ア
メ
リ
カ
知
識
人
の
思
想

（
一
九
九
六
年
）

』

Ｋ
‐
９

み
す
ず
編
集
部
編
『
丸
山
眞
男
の
世
界

（
一
九
九
六
‐
九
七
年
）

』

Ｋ
‐

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀

（
一
九
九
七
年
）

』

10

Ｋ
‐

ミ
フ
ニ
ク
『
民
主
主
義
の
天
使

（
一
九
九
七
年
）

』

11

Ｋ
‐

瀬
地
山
角
『
東
ア
ジ
ア
の
家
父
長
制

（
一
九
九
七
年
）

』

12

Ｋ
‐

ポ
パ
ー
『
歴
史
主
義
の
貧
困

（
一
九
九
七
年
）

』

13
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Ｋ
‐

袴
田
茂
樹
『
文
化
の
リ
ア
リ
テ
ィ

（
一
九
九
八
年
）

』

14

Ｋ
‐

井
上
達
夫
『
他
者
へ
の
自
由

（
一
九
九
八
年
）

』

15

Ｋ
‐

ク
チ
ン
ス
キ
ー
『
ク
チ
ン
ス
キ
ー
回
想
録
、1

9
4
5
-
1
9
8
9

、
正
統
派
の
異
端
者

（
二
〇
〇
〇
年
）

』

16

Ｋ
‐

加
藤
典
洋
『
敗
戦
後
論

（
二
〇
〇
〇
年
）

〔
→
Ａ
‐
９
の
付
録
１
に
収
録
〕

』

17

Ｋ
‐

カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か

（
二
〇
〇
〇
年
）

〔
→
全
面
的
に
改
訂
し
た
事
実
上
の
新
稿
を
Ａ
‐
９
の
第

・

』

18

11

章
に
収
録
〕

12Ｋ
‐

金
森
修
『
サ
イ
エ
ン
ス
・
ウ
ォ
ー
ズ

（
二
〇
〇
一
年
）

』

19

Ｋ
‐

立
岩
真
也
『
私
的
所
有
論

（
二
〇
〇
一
年
）

』

20

Ｋ
‐

藤
原
帰
一
『
戦
争
を
記
憶
す
る

（
二
〇
〇
一
年
）

〔
→
Ａ
‐
９
の
付
録
２
に
収
録
〕

』

21

Ｋ
‐

サ
ー
ヘ
ニ
ー
『
ロ
シ
ア
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

（
二
〇
〇
一
年
）

』

22

Ｋ
‐

数
土
直
紀
『
理
解
で
き
な
い
他
者
と
理
解
さ
れ
な
い
自
己

（
二
〇
〇
一
年
）

』

23

Ｋ
‐

杉
島
敬
志
編
『
人
類
学
的
実
践
の
再
構
築

（
二
〇
〇
二
年
）

』

24

Ｋ
‐

桑
原
草
子
『
シ
ュ
タ
ー
ジ
の
犯
罪

（
二
〇
〇
三
年
）

』

25

Ｋ
‐

イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
ウ
ォ
ー

（
二
〇
〇
三
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
三
章
前
半

』

26

15

部
に
収
録
〕

C
an

LiberalPluralism
Be

Exported?:W
estern

PoliticalTheory

Ｋ
‐

W
illK

ym
licka

and
M

agda
O

palski(eds.),

27

（
二
〇
〇
三
年
）

and
Ethnic

Relations
in

Eastern
Europe.

Ｋ
‐

ソ
ー
カ
ル
、
ブ
リ
ク
モ
ン
『
知
の
欺
瞞

（
二
〇
〇
三
年
）

』

28

Ｋ
‐

イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
『
軽
い
帝
国

（
二
〇
〇
四
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
三
章
後
半
部
に
収
録
〕

』

29

15

Ｋ
‐

番
外

ド
・
マ
ン
論
争
と
ソ
ー
カ
ル
論
争
（
二
〇
〇
四
年
）

30

Ｋ
‐

小
熊
英
二
『

民
主
〉
と
〈
愛
国

（
二
〇
〇
五
年
）

〈

〉
』

31

Ｋ
‐

武
田
泰
淳
『
政
治
家
の
文
章
』
／
和
田
春
樹
『
テ
ロ
ル
と
改
革

（
二
〇
〇
五
年
）

』

32

Ｋ
‐

川
本
隆
史
編
『
ケ
ア
の
社
会
倫
理
学

（
二
〇
〇
六
年
）

』

33

Ｋ
‐

ギ
リ
ガ
ン
『
も
う
ひ
と
つ
の
声

（
二
〇
〇
六
年
）

』

34

Ｋ
‐

岩
崎
稔
・
上
野
千
鶴
子
・
成
田
龍
一
編
『
戦
後
思
想
の
名
著

（
二
〇
〇
六
年
）

』

35

50

Ｋ
‐

ロ
ー
ル
ズ
『
万
民
の
法

（
二
〇
〇
六
‐
〇
七
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
七
章
に
収
録
〕

』

36

15

Ｋ
‐

市
野
川
容
孝
『
社
会

（
二
〇
〇
七
年
）

』

37

Ｋ
‐

大
嶽
秀
夫
『
新
左
翼
の
遺
産

（
二
〇
〇
七
年
）

』

38

Ｋ
‐

大
澤
真
幸
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
由
来

（
二
〇
〇
七
年
）

』

39

Ｋ
‐

三
谷
博
『
明
治
維
新
を
考
え
る

（
二
〇
〇
八
年
）

』

40

Ｋ
‐

ハ
ス
ラ
ム
『
誠
実
と
い
う
悪
徳
―
―
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー1

8
9
2
-
1
9
8
2

（
二
〇
〇
八
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

』

41

15

の
第
九
章
に
収
録
〕

Ｋ
‐

ア
ー
レ
ン
ト
『
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン

（
二
〇
〇
九
年
）

〔
→
改
訂
版
を
Ａ
‐

の
第
八
章
に
収

』

42

15

録
〕

Ｋ
‐

小
熊
英
二
『
１
９
６
８

（
二
〇
一
〇
年
）

』

43

Ｋ
‐

古
田
元
夫
『
ド
イ
モ
イ
の
誕
生

（
二
〇
一
〇
年
）

』

44

Ｋ
‐

柄
谷
行
人
『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
』
／
『
世
界
共
和
国
へ
』
／
『
世
界
史
の
構
造

（
二
〇
一
二
年
）

』

45

Ｌ

（
電
子
版
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
③
）
短
評
集

Ｌ
‐
１

モ
ン
テ
フ
ィ
オ
ー
リ
『
ス
タ
ー
リ
ン
―
―
赤
い
皇
帝
と
廷
臣
た
ち

（
二
〇
一
〇
年
）

』

Ｌ
‐
２

レ
ム
ニ
ッ
ク
『
レ
ー
ニ
ン
の
墓
―
―
ソ
連
帝
国
最
後
の
日
々

（
二
〇
一
一
年
）

』

Ｌ
‐
３

マ
イ
ヤ
ー
『1

9
8
9

世
界
を
変
え
た
年

（
二
〇
一
一
年
）

』
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Ｌ
‐
４

米
田
綱
路
『
モ
ス
ク
ワ
の
孤
独
―
―
「
雪
ど
け
」
か
ら
プ
ー
チ
ン
時
代
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア

（
二
〇
一

』

一
年
）

Ｌ
‐
５

竹
内
修
司
『
１
９
８
９
年
』
／
薬
師
院
仁
志
『
社
会
主
義
の
誤
解
を
解
く

（
二
〇
一
一
年
）

』

Ｌ
‐
６

ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
『
全
体
主
義

（
二
〇
一
一
年
）

』

Ｌ
‐
７

フ
ァ
イ
ジ
ズ
『
囁
き
と
密
告
―
―
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
家
族
の
歴
史

（
二
〇
一
一
年
）

』

Ｌ
‐
８

王
前
『
中
国
が
読
ん
だ
現
代
思
想
―
―
サ
ル
ト
ル
か
ら
デ
リ
ダ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ロ
ー
ル
ズ
ま
で

（
二
〇
一

』

一
年
）

Ｌ
‐
９

デ
ミ
ッ
ク
『
密
閉
国
家
に
生
き
る
―
―
私
た
ち
が
愛
し
て
憎
ん
だ
北
朝
鮮

（
二
〇
一
一
年
）

』


